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省エネ効果

登録診断機関からのコメント

事業概要

事業者様の声

令和４年度補正予算 中小企業等に向けた省エネルギー診断拡充事業費補助金

北海道旭川市/製造業

株式会社 水野染工場

3.5 35.2

ボイラ・給湯設備

蒸気ドレンの回収、
排熱利用

運転台数の削減

• 蒸気利用設備から排気を大気放出している。
• 染物洗濯用の温水をボイラで加温している
ため、排熱回収するとよい。

• 老朽化している２台の重油蒸気ボイラを使用
している。

• うち１台は非常に低負荷運転となっており、
効率が低下している。

• 更新の際には同容量の２台に更新するより、
１サイズ大きい容量のボイラ１台に更新すると、
運転負荷率が高効率運転域になるため、ロスの
低減が見込める。

0.4 4.3

0.3 3.5
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配管の保温

• １，２号ボイラの蒸気配管はほぼ無断熱で
あった。

• 配管径は２０、２５、３２、５０Aの４種類
で延べ約３６ｍ。

• グラスウール３０ｍｍの断熱により放熱の
削減約１１ｋWとなる。

2.7 27.4

創業明治40年の印染商品を中心に、図
案から染色、縫製まで一貫して行ってい
る事業者です。
本事業では、ボイラ・給湯器において省
エネ診断を受診し、運用改善1件、投資
改善2件の提案を受けました。

※ 端数処理を切り捨てにて行っているため、合計値と内訳の合計が不一致となる場合があります。

• ボイラのエネルギー消費量が非常に大きく、工場全体の８割以上を占めてい
ます。

• 外に捨てている蒸気を回収することと、配管から熱が逃げないよう断熱する
とかなりの省エネ省コストを実現できます。

• 連続釜と３号ボイラは調査当日稼働していなかったため評価していませんが、
１，２号ボイラ同様のことが言えます。

• 低負荷運転しているボイラがあるため、１，２号ボイラ２台更新の場合、
１サイズ大きい容量のボイラ１台を導入すると運転効率の向上が見込めます。

• なお、蒸気釜に入る蒸気配管に減圧弁を設置すると、釜内の温度が必要以上
に上がらず、歩留まりと作業性向上が改善することが期待できます。

設備単位プラン

5,280円

従業員数

４７名

• 省エネ診断を受診してから、現状と改善効果が数値化されたことで、省エネ
対策の意識が高まり、現場と幹部で意見交換が行われるようになりました。

• 改善方法の様々なアイデアが社内から出るようになり、総合的に判断した結
果、夏場の職場環境の改善対策を行うことができたので感謝しています。
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